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株式投資のシンプルな考え方

株式投資とは何か、その仕組みや主な戦略を理解するための入門書です。
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無断転載を禁じます。
      
    
  







  

    

      
違反した場合は、法律に従って訴追されます。
    
  






  

    
本書のいかなる部分も、
  

UE

  

    

   
および米国の法律で認められている場合を除き、電子的、機械的、複写、記録、スキャン、その他のいかなる形式、手段によっても、複製、検索システムへの保存、送信を行うことはできません。
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は、有償で本編の
  

15

  

    
分の
  

1

  

    

    を超えない範囲で複製を許可する場合があります。ご依頼は、以下のメールアドレスまでお願いします。
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株式投資の仕組みは？金融市場での取引はどのように行うのですか？株式市場の指標とは？株式投資では、どのような戦略をとることができるのでしょうか。





 









  

 
このような疑問は、グローバル市場の時代にはますます多くなっています。今日、運用面では独立した投資が容易になりましたが、金融の世界はまだまだ素人には理解しがたい複雑な世界です。





 









  

 
このガイドブックは、金融市場についてもっと知りたい、その仕組みを理解したいという方の主な疑問を解決することを目的としています。基本的な理論と運用の考え方を一緒に提供することを目的とした、本格的な金融教育コースです。





 









  

 
このガイドの焦点は、本当に役に立つ、実用的な知識を提供することです。したがって、本書は学術的なハンドブックではなく、読者の手を取って金融市場の中を一歩一歩導いていくように作られています。






  

 
以下のページでは、株式の基本的な定義からその可能性まで、株式に関するすべての主要な概念について説明します。分析戦略からポートフォリオ管理、リスクコントロール手法まで。





 









  

 
しかし同時に、このガイドは、投資家としての自分自身の本質を発見する道でもあるのです。これにより、リスク選好度、時間軸、ポートフォリオ管理といった概念にアプローチすることが可能になる。





 









  
最後に、マニュアルの中に
2

  
種類のテストがあります。冒頭の
1

  

  回目は、読者が自分の基礎知識を評価することができます。巻末の
2

  

  回目のテストは、説明された知識の習得度を評価することを目的としています。
  






 









  

 
しかし、このガイドの基本は、これらすべてを終点ではなく、出発点として考えてほしいということに変わりはありません。金融市場において真に豊かな旅の始まりとなることを期待しています。
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株式は、経済システムを機能させる上で重要な金融商品である。金融の世界では、株式は、会社の収益を受け取り、株主総会で議決権を行使する権利を持つ、会社の分割所有権である。
  






 









  

  実務的には、株式は企業の株式資本を分割した単位部分であり、株式の保有者は所有割合の部分に応じた権利と義務を有することになります。
  






 









  

 
従って、株主は会社の正会員となります。しかし、彼は意識的に会社の経済活動に参加することを選択しているため、債権者ではありません。これは、利益を得るだけでなく、損失が発生した場合のリスクも負う覚悟があることを意味しています。万が一、会社が倒産した場合は、投資した資本金の全額を損失として負担する覚悟がある。





 









  

 
企業は、株式の発行や売出しにより、経済活動の資金を調達し、事業の発展を目指します。このガイドの過程で明らかになるように、すべての株式が同じではありません。議決権を行使できない、または議決権が強化された特定の種類の株式があります。その代わり、株主は利益の受け取りや利益分配の優先順位が高くなる場合があります。





 









  

 
また、金融市場に上場していない株式もあります。これらは流動性が低い、すなわち売却や他者への譲渡が困難であるという特徴があります。一方、上場株式は、規制された市場で売買できるため、譲渡が容易である。





 









  

 
実務的には、一定量の株式を保有する人は、会社の総価値に対する所有権を持っていることになります。資本会社は、企業価値評価から算出される名目価値を付与して株式を発行します。そして、市場の変動により株価が決定されます。





 









  

 
株式の所有権は、株券の発行により証明することができます。現代の金融市場は、株式の発行と交換を無形ベースで規制する傾向がある。取引は証券取引所内で行われます。後者は、投資家を保護し、市場を流動化させ、経済全体を発展させるために、制度的な規制当局が定めたルールに従うものである。





 









  

  株式を購入するためには、銀行や証券会社が提供する証券口座が必要である。購入した株式は、非物質化された状態で口座に預けられます。
  






 









  

 
株式市場には、さまざまな企業が発行する株式が集まっています。そのため、株式交換が行われる場所でもあります。ここしばらくは、物理的な場所ではなく、取引所として機能するコンピュータ・プラットフォームが主流になっています。





 









  

 
オープニングの段階では、投資家が作る需要と供給が交錯する。したがって、規制市場は、様々な仲介者が、自己または顧客のために、有価証券の売買の意図を実行するために行動するシステムである。交換は、同じ価格で、実際に入手可能な数量に基づいて、売買の申し出が一致したときに行われる。





 









  

  規制された市場の規模を一般的に知るために、証券取引所に上場されている株式の世界の時価総額はおよそ
100

  
兆ドルである。世界には
60

  
以上の証券取引所があり、そのうち
16

  
の証券取引所の時価総額は
1

  
兆ドルを超えています。





 









  

 
金融市場は効率的なシステムであるが、ボラティリティが高いという特徴がある。つまり、短期的には価格が非常に大きく変動する一方で、長期的には企業や市場、経済全体の成長に応じて投資家に報いる傾向があるのです。統計によれば、
1926

  
年以来、米国の株式市場は年平均
10

  
％のリターンを上げている。
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  株式の仕組みに入る前に、数分かけて基本的な知識を集中的に身につけることが重要かもしれません。
  






 









  

 
以下の入門テストは、このテーマの重要な概念を紹介するために、次のページで取り上げるトピックをよりよく理解するのに役立ちます。





 








 






        


        

        

        


                
	


                        



                        

  

    
質問
  


                
                
	


                        



                        

  

    
はい
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株式の主な特徴を知っている。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  リスクという概念を知っており、その管理方法を意識している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  
株のリターンの計算方法は知っている。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  配当金が株式のポートフォリオに与える影響について認識している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  ファンダメンタルズ分析の基本を理解し、ストックピッキングの意味も理解している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  テクニカル分析とは何か、いつ取引を実行するのが最適かを判断するためにどのように使われるかを知っています。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  私は、投資家が市場のポジションを管理する際に陥りがちな、判断の誤りについて知っています。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  私は、自分の目的とリスク許容度に見合った投資計画を立てます。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  マーケットから得られるリターンについて、自分の期待値を意識しています。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  投資家の偏見と、それが投資に与える影響を理解している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  金融面だけでなく心理面も考慮した投資運用手法を用いること。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  デモ口座を使って、自分の投資戦略をシミュレーションすることのメリットはわかっています。
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